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紹

介
大

内

初

夫

・
尾

形

仇

・
櫻
井
武
次
郎

白

石

悌

三

・
中

西

啓

・
若

木

太

一

編

『
去

来

先

生

全

集
』

石

川

八

朗

「去
来
先
生
全
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
。

蕉
門
俳
人
と
し
て
は
、
全
集

の
刊
行

は
、
去
来
が
は
じ
め
て
で
あ

ろ
う
。
大
内
初
夫
、
尾
形
仇
、
桜
井
武
次
郎
、
白

石
悌

三
、
中
西
啓
、
若
木
太

一
の
諸
氏
の
編

に
か
か
る
。
七
百
頁

に
余
る
大
型

の

一
冊

は
、
ず

っ
し
り

と
重
く
、
そ
の
学
的
充
実
を
予
感

さ
せ
る
。
内
容
は
、

評
伝
篇

(
尾
形
)
、
発
句
篇

(中
西
、
若
木
)
、
連
句
篇

(桜
井
)
、
文
章
篇

(白
石
)
、
書
簡
篇

(白
石
)
、
俳
論
篇

(大
内
、
尾
形
)
、
編
纂
篇

(若
木
、

桜
井
)
、
追
悼
篇

(大
内
)
、
年
譜
篇

(大
内
)
と
、
去
来
研
究
文
献
目
録
、

索
引
か
ら
成

る
。

去
来
が
蕉
門
屈
指

の
俳
人
で
あ
る
こ
と
は
、
今

さ
ら
い
う
ま

で
も
な
い
。
貞

享
初
年

の
芭
蕉
入
門
以
後

、

「
猿
蓑
』
撰
前
後

や
芭

蕉
晩
年

の
重
要
な
時
期

に

接
し

て
指
導
を
う
け
、
そ
の
没
後

は
、
許
六
と
の
論
争
、

『
去
来

抄
』
の
著
述

等
、
篤
実

に
蕉
門
と
し

て
の
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。

今

、
そ
の
活
動

の
諸
方

面
が
、
右

の
よ
う
な
各
篇

に
ま
と
め
ら
れ

て
、
去
来

の
全
業
績
が
、
学
問
的
検
討
を
経
た
、
最
も
正
確
な
形
で
提
出
さ
れ
た

の
で
あ

る
。去

来
全
集
が
計

画
さ
れ
た

の
は
、
実

は
昨
今

の
こ
と
で
は
な

い
。
昭
和

二
十

九
年

四
月
、
そ
の
二
百

五
十
年

忌
を
記
念
し

て
、
去
来

顕
彰
会
か
ら
大
著

『向

井
去
来
』
が
刊
行

さ
れ
た
折
、
そ
れ
に
全
集
を
付
載

す
る
予
定
が
あ

っ
た
と
い

う
。

そ
の
後

も
幾
度
か
企
画
は
あ

っ
た
ら
し
い
が
、
実
現
し
な
か

っ
た
よ
う
で

あ
る
。
本
書

を
手

に
し

て
、

こ
の
こ
と

に
か
か
わ
ら
れ
た
方

々
の
感
慨

の
ほ
ど

も
さ
ぞ
か
し
と
思

い
や
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。

さ
て
、
評
伝
篇

は
、
去
来

の
生
涯
を
た
ど
り
な
が
ら
、
元
禄

の
社
会

に

一
種

の
知
識
人
的
隠
士
と
し

て
生
き

た
に
の
人

の
全
人
像
を
、
多
様
な
視
点
か
ら
描

き
出

し
て
い
る
。
簡
潔
な
文
章

に
盛
ら
れ
た
豊
富
な
内
容
に
驚
か
さ
れ
る
。

発
句
篇

は
、

「
向
井
去
来
』

の

「
纂
註
去
来
句
集
」
を
改
編

し
、

こ
れ

に
補

訂
を
加
え
た
類
題
形
式

の
発
句
集
で
あ

る
。
真
蹟

短
冊
や
句
稿
等

に
よ

っ
て
新
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た
な
句
が
加

え
ら
れ

て
い
る
。

連
句
篇

は
、
百
韻
、
歌
仙
か
ら
付
句

の
み

の
も
の
ま

で
、
六
十
余
篇

を
収
め

る
。
他

に
存
疑

三
篇
。

文
章
篇

は
、

「
盛
久

の
伝
」
を

は
じ
め
と
し
て
、
十
六
篇
を
収

め
、
存
疑
と

し

て
、

「夜

と
ぎ

の
詞
」

一
篇
。
連
句
篇
と
も
ど
も
、
適
切
な
解
説
に
よ

っ
て

こ
れ
ら

の
作

品
の
作
ら
れ
た
事

情
を
知

る
こ
と
が
で
き

る
。

書
簡
篇
は
、
去
来

の
発
信
お
よ
び
受
信

の
書
簡
を
収
め

て
あ
る
。

三
十
九
通

の
う
ち
、
発
信

二
十

二
通

(
う
ち
二
通

は
俳
論
篇
所
収
)
、
受
信

十
七
通
。
う

ち
芭
蕉
書
簡
が
十
四
通
に
の
ぼ
る
。
存

疑
書
簡

三
通
。
参
考
と
し
て
、

『蕉
翁

消
息
集
』
等
所
収

の
去
来
宛
芭
蕉
書
簡

が
五
通
添
え
ら
れ
て
い
る
。
年
次
順
に

配
列

さ
れ

て
い
る
の
で
、
去
来

を
中
心
と
し

た
俳
壇

の
動
静

、
と
く

に
芭
蕉
と

の
関
係
が
た
ど
ら
れ
、
両
者

の
交
渉

の
深
ま
り
を
読
み
と
る

こ
と
が
で
き
る
。

去
来

の
書
簡
は
、
近
年

に
重
要
な
も
の
が
紹
介
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ら

は
雑
誌

に
散
在
し

て
い
る
の
で
、

こ
の
よ
う
に
集
成

さ
れ

る
の
は
、
有
難

い
こ
と

で
あ

る
。俳

論
篇
は
、
「
不
玉
宛
論
書
」

「
浪
化
宛
去
来
書
簡

(
真
蹟
去
来
文
)
」

「
許

六
宛
去
来
書
簡
」

「
贈
其
角
先
生
書
」

「
俳
譜
問
答
」

「
旅
寝
論
」

「
去
来
抄
」

(稿
本

・
写
本
)
の
七
篇
と
、

参
考
と
し
て
、

「
板
本
去
来

文
」

等
十
篇
を
収

め
る
。
去
来

の
蕉
門
と
し
て
の
存
在

意
義

の
中

で
、

そ
の
俳

論
が
大
き
な

ウ

ェ

イ
ト
を
し
め
る

こ
と
に

つ
い
て
は
、
何
人
も
異
論
は
な
い
で
あ

ろ
う
。
参
考
に

か
か
げ
ら
れ
た
諸
篇

は
、

『去
来
湖
東
問
答
』

(
宝
暦
十

一
年
刊
)
、

『
旅
寝

論
」

(安
永
七
年
刊
)
や

『
去
来
抄
』
(安
永

三
年
刊
)
な
ど
、
去
来
俳
論
の
板

行

さ
れ
た
も

の
や
、
『
去
来
抄
』
に
よ

っ
て
作
ら
れ
た
偽
書

『
俳
譜
花
実
集

』、

「去
来
抄
』

の
内
容
を
抜
抄
し

て
初

め
て
世

に
紹
介

し
た
、
絢
堂
素
丸
編

『俳

譜
教
訓
百
首
』

(
宝
暦
五
年
刊
)
中

の

「
去
来
先
生
確
論
」

の
ほ
か
、

『俳
譜

無

門
関

』

『
落
柿
舎
遺
書
』

「
修
行
地

』
な
ど
、
去
来
俳
論
の
後
世

に
お
け
る

影
響
伝

播
を
示
す
資
料
で
あ

る
。

編
纂
篇

は
、

『
猿
蓑
』

『
渡
鳥
集
』
の
二
書
を
収
録
。
参
考
と
し

て

『去
来

発
句
集
』

『
落
柿
舎

日
記
』
が
付
載
さ
れ
て
い
る
。

『渡
鳥
集
』

に
は
、
大
東

急
記
念
文
庫
蔵

の
自
筆
稿
本

(
「夜
巻
」

の

一
部

)
が
付
載

さ
れ

て
い
る
。

追
悼
篇
は
、
『
本

朝
文
選
』
(
宝
永

三
年
刊
)
所
収
の
許
六

の

「去
来

が
諜
」
、

追
善
集
と
し
て
、
久
米

兀
察

・
吾
仲
編

『
誰
身

の
秋
』

(
宝
永

二
年
刊
)
爪
堤

軒
不
雄
編

「菊

の
杖
』

(享
保
元
年
刊
)
、
重
厚
編

『去
来
忌
』

(
明
和
八
年

刊
か
)
、
河
上

庵
泰
里
編

「
む
か
し
ぎ
く
』

(天

明
四
年

刊
)
、
泰
漢
編

「菊

の
う
は
さ
』

(寛
政
十

一
年

刊
)
、
句
碑
建
立
記
念
集
と
し

て
、
小
蓑

庵
支
兀

編

『
い
は

ぜ
な
集
』
・
(
寛
政

十
二
年
刊
)
が
収
ま
り
、
参
考
と
し
て
、
佐

々
木

尚
義

の

「
落
柿
先
生
行
状
」
、
向
井
元
仲

の

「落
柿
舎
去
来
先
生
事
実
」
貝
原

益
軒

の

「向
井
元
升
墓
碑
銘
」

(向
井
元
升
は
去
来

の
父
)
、

三
宅

尚

斎

の

「
久
米
升
顕
墓
碑
銘
」

(久

米
升
顕
は
去
来

の
叔
父
)
を
添

え
て
い
る
。

年
譜
篇
は
、

『向
井
去
来

』

の

「
向
井
去
来
年
譜
」

に
、

そ
の
後

の
新
出
資

料
な
ど
に
よ

っ
て
補
訂
を
加

え
た
も

の
で
あ
る
。

去
来
研
究
文
献

目
録

は
、
昭
和
五
十
六
年
九
月
ご
ろ
ま

で
の
も
の
を
収
め

て

い
る
。
ま
た
、
索
引
は
、
発
旬
、
連
句

(付
句
)
、
人
名

、
地
名
、
書
名
、
俳

譜
俳
論
用
語
、
引
川
句
と
、
多
面

か
ら

の
検
索

が
可
能
な
よ
う
に
配
慮

さ
れ

て

い
る
。

な
お
、
口
絵

は
十
三
頁

に
わ
た
り
、

『去
来
抄

(稿
本
)
』
を

は
じ
め
、
真

蹟
短
冊
、
句
稿
等
が
巻
頭
を
飾

っ
て
い
る
。

こ
と

に
、

「
不
玉
宛
論
書
」

の
、

大
東
急
記
念
文
庫
蔵

の

『去
来
抄

(
稿
本

)
』

の
紙
背

に
書
か
れ
た
初
稿
、
再

稿

の
す
べ
て
が
収
め
ら
れ
て
い
る

の
が
注
目

さ
れ

る
。

以
上
見

て
き
た
よ
う
に
、
本
書
は
、
去
来

の
残
し
た
業
績

や
関
係
資
料
を
集
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成

し
た
も
の
で
あ
る
。

一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
通
覧
の
便
も

さ
る

こ

と

な

が

ら
、
資
料

に
対

す
る
解
説
が
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え

て
正
確
で
あ

り
、
我

々
は
安

ん
じ
て
、

こ
れ
ら

の
資
料

に
よ

る
こ
と
が
で
き
る
。
今
「
後

の
去

来

研
究

蕉
風
俳
譜
研
究

の
礎

石
と

し
て
、

そ
の
意
義
は
大
き

な
も

の
が
あ
る
。

俳

譜
研
究
史

に
貴
重
な
頁
を
加

え
た

一
書
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ

ば

な

ら

な

い
。お

わ
り

に
、
舌
た
ら
ず
の
、

つ
た
な

い
紹
介

で
、
本
書

の
真
価
を
十
分

に
伝

え
得

て
い
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
編
者

の
方

々
に
は
、
御
寛
恕
を
お
願

い
申

し
上
げ
た

い
。

(昭
和
五
十
七
年
九
月
十
日
、
落

柿
舎
保
存
会

発
行
、

一
八
、
○
○
○
円

)

受

贈

図

書

(昭
和
五
十
七
年
四
月
～
五
十
八
年
三
月
)

図
書
寮
叢
刊

御
産
部
類
記

(下
)

剛
姻
光
丘
文
庫
俳
書
解
題

方
言
談
話
資
料
⑧

収
蔵
資
料
目
録
I

秋
月
郷
土
館
蔵
書
分
類
総
目
録

東
北
大
学
所
蔵
和
漢
書
古
典
分
類
目
録
和
書
書
名
索
引

詩
苑
遣
遙

農
業
社
会
の
食
生
活
語
彙

芸
来
先
生
全
集

新
撰
姓
氏
録
の
研
究

考
証
篇
第

一

洒
落
本
大
成

第
九
巻

〃

第
十
四
巻

〃

第
十
七
巻

宮
内
庁
書
陵
部

国
文
学
研
究
資
料
館

国
立
国
語
研
究
所

埼
玉
県
立
歴
史
資
料
館

秋
月
郷
土
館

東
北
大
学
図
書
館

東
北
大
学
文
学
部

広
島
女
子
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室

落
柿
舎
保
存
会

吉
川
弘
文
館

中
央
公
論
社

〃〃

申
村
幸
彦
著
述
集
6

近
世
作
家
作
品
論

〃

8

戯
作
論

〃

9

俳
譜
環
説

〃

12

国
学
者
紀
諏

龍
一梶
㌶
撒
習
古
庵
亨
辮
著
作
集

幽
霊
に
殺
さ
れ
た
男

対
畷
鵜
平
家
物
語

球
磨
弁

い
ち
ば
ん
長
い
歌

伊
吹
高
吉
歌
集

芦
塚
民
彌
を
偲
ん
で

投
込
寺
異
聞

春
日
政
治
著
作
集
1

仮
名
発
達
史
の
研
究

〃

2

.国
語
文
体
発
達
史
序
説

源
氏
物
語

(
一
)

万
葉
集
抜
書

中
央
公
論
社

〃〃〃新
典
社

頸
草
出
版

島
津
忠
夫

東
秀
吉

太
田
良
子

宮
崎
キ
ヨ

岩
野
喜
久
代

春
日
和
男

〃

今「井
源
衛

迫
野
慶
徳
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